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平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日
の
「
公
益
法

人
制
度
の
抜
本
的
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
」（
閣
議
決
定
）
に
も
と
づ
き
、
同
年
八

月
一
日
、
政
府
は
「
公
益
法
人
制
度
の
抜
本

的
改
革
に
関
す
る
関
係
府
省
連
絡
協
議
会
」

を
発
足
さ
せ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
内
閣
官
房

か
ら
二
名
（
副
長
官
補
、
内
閣
審
議
官
）、

総
務
省
か
ら
二
名
（
大
臣
官
房
長
、
自
治
税

務
局
長
）、
法
務
省
一
名
（
民
事
局
長
）、
財

務
省
一
名
（
主
税
局
長
）
の
四
府
省
計
六
名

で
あ
る
。
こ
の
下
に
各
府
省
の
参
事
官
、
課

長
ら
か
ら
な
る
幹
事
が
置
か
れ
て
い
る
。
六

名
の
う
ち
二
名
が
税
務
関
係
者
で
あ
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
平
成
十
五
年

十
一
月
二
十
五
日
に
は
「
公
益
法
人
制
度
改

革
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
設
け
ら
れ
た
。

十
四
名
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
公
益
法
人
の
役

職
者
は
た
っ
た
四
名
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
会

議
の
も
と
に
七
名
の
「
非
営
利
法
人
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
置
か
れ
た
。

有
識
者
会
議
で
九
回
の
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
で
七
回
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
合
を

経
た
う
え
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に

発
表
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
議
論
の
中
間
整

理
」
で
あ
る
。

こ
の
中
間
整
理
は
、
公
益
性
を
取
り
扱
う

仕
組
み
の
あ
り
方
に
お
い
て
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
要
旨
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

一
、
公
益
性
の
考
え
方
・
不
特
定
多
数
人
の

利
益
を
図
る
こ
と
を
ど
の
程
度
厳
格
に
求
め

る
か
、
不
特
定
少
数
人
の
利
益
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
か
。

二
、
判
断
主
体
の
あ
り
方
・
公
益
法
人
の
仕

組
み
は
、
税
法
以
外
（
民
法
や
新
た
な
非
営

利
法
人
法
な
ど
）
で
規
定
し
、
判
断
主
体
を

中
立
で
第
三
者
的
又
は
単
一
の
公
的
機
関
と

す
る
考
え
方
（
多
数
説
）
と
公
益
性
の
仕
組

み
を
税
法
で
規
定
し
、
判
断
主
体
を
課
税
庁

と
す
る
考
え
方
（
少
数
説
）
が
あ
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
民
間
の
考
え
方
や
地
方
に
お
け

る
判
断
主
体
お
よ
び
不
利
益
救
済
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、
判
断
要
件
の
あ
り
方
・
�
客
観
的
で
明

確
な
も
の
と
し
裁
量
の
余
地
を
な
く
す
�
時

代
の
変
化
に
応
じ
見
直
す
�
要
件
を
ど
の
よ

う
に
法
定
化
す
る
か
�
公
益
性
有
無
の
判
断

要
件
と
公
益
性
の
維
持
・
確
保
の
要
件
に
分

け
る
�
実
績
要
件
を
加
え
る
。
そ
の
上
で
現

行
公
益
法
人
等
の
規
定
や
実
態
を
踏
ま
え
、

数
値
的
基
準
の
要
否
を
含
め
解
散
後
残
余
財

産
の
分
配
は
禁
止
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

四
、
適
正
運
営
確
保
の
あ
り
方
・
�
公
益
性

に
相
応
し
い
自
律
性
の
確
保
（
理
事
の
責
任

の
あ
り
方
や
理
事
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
あ
り
方
）
�
透
明
性
の
確
保
（
利
害
関
係

者
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
監
視
が
必
要
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
開
示
対
象
、

開
示
内
容
、
開
示
方
法
の
あ
り
方
を
検
討
）

�
法
人
の
適
正
運
営
確
保
を
担
保
す
る
手
段

の
必
要
性
（
外
部
監
査
等
）
と
い
っ
た
視
点

を
踏
ま
え
る
。

こ
の
中
間
整
理
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

は
、
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
た
う
え
（
締

切
り
は
平
成
十
六
年
五
月
十
日
）、
政
府
の

税
務
調
査
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
秋

に
は
、
基
本
的
枠
組
み
の
具
体
的
報
告
書
を

と
り
ま
と
め
、
本
年
内
を
目
途
に
政
府
が
基

本
的
枠
組
み
を
具
体
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
後
は
平
成
十
八
年
三
月
末
を
目
途
に
税

制
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
公
益
法
人
の
制
度
設
計
は
完
成
す
る
こ
と

に
な
る
。

そ
の
後
、
新
し
い
公
益
法
人
の
制
度
に
あ

わ
せ
た
形
で
宗
教
法
人
の
制
度
改
革
が
議
論

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
宗
教
法
人
だ
け
を
別
個

独
立
に
制
度
設
計
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り

得
な
い
。
新
し
い
公
益
法
人
の
基
本
的
枠
組

み
が
具
体
化
さ
れ
る
今
秋
ま
で
に
、
宗
教
法

人
の
制
度
改
革
を
み
す
え
た
う
え
で
、
私
た

ち
の
意
見
を
有
識
者
会
議
等
に
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

（
財
）全
日
本
仏
教
会
で
は
、
平
成
十
五
年

十
二
月
三
日
宗
教
学
者
の
島
薗
進
教
授
を
招

い
て
「
宗
教
活
動
の
公
益
性
に
つ
い
て
」（
八

頁
に
関
連
記
事
掲
載
）
勉
強
会
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
う
い
っ
た
宗
教
や
宗
教
団
体
の
公

益
性
に
つ
い
て
の
研
究
や
啓
蒙
活
動
を
今
後

も
活
発
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

私
た
ち
が
公
益
性
の
高
い
活
動
、
質
の
高

い
宗
教
活
動
を
お
し
す
す
め
て
い
く
こ
と
が

も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
い
う

ま
で
も
な
い
。

＊

＊

＊

「
全
仏
」
誌
四
九
一
（
九
月
）
号
で
は
、「
公

益
法
人
改
革
の
現
況
〜
宗
教
法
人
の
税
制
に

関
連
し
て
〜
」（
長
谷
川
正
浩
顧
問
弁
護

士
）
と
題
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジ
（U

R
L
:http//w

w
w
.jbf.ne.jp/

）

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

公
益
法
人
の
制
度
改
革

有
識
者
会
議「
議
論
の
中
間
整
理
」を

発
表

■
本
会
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩
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「仏教と心の国際観光会議」に出席して�
～素晴らしい果てしないインド～

（財）国際仏教興隆協会

会長 土佐 舜成
前号に引続き本会から出席いただ
いた土佐舜成師（国際仏教興隆協
会会長）よりのご報告。

こ
の
度
全
日
本
仏
教
会
の
御
推
挙
に
て
イ

ン
ド
政
府
観
光
文
化
大
臣
の
招
聘
に
て
二
月

十
七
日
〜
十
九
日
の
首
都
デ
リ
ー
の
ア
シ
ョ

カ
ホ
テ
ル
で
の
世
界
仏
教
徒
二
十
有
余
国
約

七
百
人
が
参
集
し
て
の
全
体
会
議
と
分
科
会

並
び
に
仏
陀
成
道
の
聖
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
マ

ハ
ー
・
ボ
デ
ィ
・
テ
ン
プ
ル
（
大
菩
提
寺
大

塔
）
で
の
式
典
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

愚
僧
は
昭
和
四
十
年
以
来
毎
年
ブ
ッ
ダ
ガ

ヤ
の
イ
ン
ド
山
日
本
寺
へ
出
向
い
て
お
り
ま

す
が
、
当
初
大
塔
周
辺
は
六
ヶ
寺
、
現
在
は

三
十
余
ヶ
国
の
寺
院
、
仏
教
セ
ン
タ
ー
が
建

立
さ
れ
文
字
通
り
全
仏
教
徒
の
心
の
依
り
所

で
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
こ
の
度
大
塔
が
世

界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
慶
賀
の
極
み

で
す
。

さ
て
、
Ａ
・
カ
ラ
ー
ム
・
イ
ン
ド
大
統
領

閣
下
の
祝
辞
に
「
今
日
は
不
信
と
憎
し
み
が

暴
力
に
繋
が
っ
て
い
く
世
界
的
混
乱
と
不
安

定
な
危
機
に
際
し
、
悟
り
の
偉
大
な
仏
陀
の

福
音
を
必
要
と
し
て
い
る
。」

又
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
猊
下
は
「
二
十
世
紀

は
物
質
的
進
歩
だ
け
で
は
不
充
分
、
二
十
一

世
紀
は
精
神
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
私
達
の
異
な

る
宗
教
は
良
き
理
解
と
調
和
が
如
何
に
大
切

か
と
い
う
こ
と
で
す
。」
…
と
。

老
衲
か
つ
て
六
ヶ
国
の
欧
州
仏
教
徒
宅
に

居
候
し
た
時
、
彼
等
は
異
口
同
音
に
、
①
従

来
西
欧
的
思
惟
で
以
っ
て
世
界
が
幸
福
に
な

ろ
う
と
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
却
っ
て
不
本
意

な
結
果
を
生
み
つ
つ
あ
り
、
我
々
欧
米
的
思

考
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、

い
さ
さ
か
軽
視
低
評
し
て
い
た
東
洋
の
世
界

に
西
欧
に
無
い
何
も
の
か
が
あ
る
…
と
気
づ

か
さ
れ
て
い
る
。」
…
と
。

例
と
し
て
エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
、
カ

ー
ル
・
バ
ル
ト
の
危
機
神
学
に
イ
ン
ド
哲
学
、

仏
教
を
導
入
し
つ
つ
あ
り
、
②
第
一
・
第
二

次
世
界
大
戦
が
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
惹
起
し
た

慙
愧
の
思
い
が
あ
る
。
然
る
に
仏
陀
の
名
に

お
い
て
世
界
的
大
戦
争
を
一
度
も
し
て
い
な

い
。
③
神
学
大
学
、
修
道
院
に
よ
っ
て
は
仏

教
の
講
義
が
行
わ
れ
参
禅
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
か
つ
て
愚
僧
の
娘
が
官
費
留
学
生

と
し
て
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
後
日
ア
メ

リ
カ
・
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー
工
科
大
学
へ
自
費

留
学
し
た
時
、
両
大
学
と
も
月
に
一
度
と
は

い
え
学
生
達
が
座
禅
、
娘
が
寺
院
出
身
と
い

う
こ
と
で
彼
等
か
ら
絶
え
ず
仏
教
の
質
問
を

受
け
、
そ
の
真
摯
な
探
求
心
に
は
却
っ
て
頭

の
下
が
る
思
い
が
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
本
が
西
洋
世
界
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
勿
論

あ
り
ま
す
が
、
日
本
乃
至
広
く
東
洋
の
智
慧

を
欧
米
に
伝
達
す
る
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。
如
何

で
し
ょ
う
。

インド政府観光文化省主催
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四
月
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
」

斉
唱
、
里
見
達
人
理
事
長
導
師
の
も
と
三
帰

依
文
を
唱
和
。
里
見
理
事
長
を
議
長
に
、
議

事
録
署
名
人
に
、
小
林
正
道
（
浄
土
宗
）
・

細
川
景
一
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
の
両
師
を

選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
国
政
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

奈
良
社
会
部
長
よ
り
第
二
十
回
参
議
院
選

挙
（
七
月
予
定
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
三

月
三
十
日
開
催
の
理
事
会
で
の
協
議
を
ふ
ま

え
、
選
挙
の
推
薦
方
針
を
説
明
。
昨
年
の
第

四
十
三
回
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
推
薦

の
提
出
書
類
に
立
候
補
（
予
定
）
者
本
人
の

誓
約
書
を
加
え
る
事
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
本

会
の
推
薦
を
必
要
と
す
る
立
候
補
（
予
定
）

者
が
本
会
の
意
義
、
目
的
や
活
動
を
理
解
し
、

本
会
に
対
し
て
支
援
・
協
力
を
自
覚
し
て
政

治
活
動
を
進
め
て
頂
く
た
め
で
あ
り
、
協
議

の
末
、
合
意
さ
れ
た
。

二
、
宗
教
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

奈
良
社
会
部
長
よ
り
現
在
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
。
本
会
の
宗
教
教
育
に
関

す
る
様
々
な
対
応
が
、
教
育
基
本
法
改
正
に

向
け
た
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
内
容
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
教
育
基
本
法
改
正
の
動
向
を
見
つ
め
つ

つ
根
本
的
な
宗
教
教
育
の
意
義
と
教
育
基
本

法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
層
の
研
究
・
協
議

を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。「
適
切
な
る

宗
教
教
育
実
現
の
た
め
の
教
育
基
本
法
第
九

条
改
正
推
進
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
は
、

教
育
基
本
法
第
九
条
の
改
正
問
題
を
現
状
通

り
進
め
る
。
ま
た
、
宗
教
教
育
の
重
要
性
、

教
育
現
場
で
の
具
体
的
な
教
育
方
法
や
指
導

要
綱
・
要
領
・
教
材
等
の
検
討
を
進
め
る
。

尚
、
憲
法
改
正
問
題
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
視
野
に
入
れ
て
研

究
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
提
言
、
同
意
さ
れ
た
。

三
、
公
益
法
人
制
度
改
革
の
諸
問
題
に
つ
い

て
（
将
来
の
宗
教
法
人
へ
の
影
響
等
）

長
谷
川
正
浩
顧
問
弁
護
士
よ
り
三
月
三
十

日
の
理
事
会
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
公

益
法
人
制
度
改
革
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
、

緊
急
に
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
事
が
提
言
さ

れ
た
。
政
府
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
今
秋
「
公
益
法
人
制
度
改

革
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
よ
り
素
案
提
出

を
受
け
、
十
二
月
に
は
閣
議
決
定
、
平
成
十

八
年
三
月
ま
で
に
法
制
化
の
予
定
で
進
ん
で

い
る
。
今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、
専
門
部

会
的
な
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
早
急
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、（
財
）

公
益
法
人
協
会
へ
加
入
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。（
二
頁
関
連
記
事
掲
載
）

四
、
鳥
取
県
の
宗
教
法
人
情
報
開
示
の
対
応

に
つ
い
て

森
和
久
常
務
理
事
（
日
本
宗
教
連
盟
理

事
）
よ
り
現
況
報
告
。
続
い
て
長
谷
川
顧
問

弁
護
士
が
法
律
的
見
地
を
説
明
。
文
部
科
学

省
文
化
庁
と
鳥
取
県
知
事
と
の
見
解
に
相
違

が
あ
り
、
本
会
と
し
て
は
日
本
宗
教
連
盟
を

通
じ
て
慎
重
に
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

同
意
さ
れ
た
。

五
、
自
由
民
主
党
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
る
自
由
民
主
党

主
催
の
懇
談
会
に
つ
い
て
奈
良
社
会
部
長
よ

り
報
告
。
本
常
務
理
事
会
に
お
い
て
協
議
さ

れ
た
懸
案
事
項
を
含
め
て
懇
談
を
予
定
。

六
、
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
（
平
成

十
九
年
）
に
む
け
運
営
委
員
会
設
置
の
件

平
成
十
九
年
に
迎
え
る
財
団
創
立
五
十
周

年
に
向
け
て
櫻
井
英
幸
総
務
部
長
よ
り
「
財

団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
」
運
営
委
員
会

の
設
置
の
要
請
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致
で
賛

同
を
得
た
。

協
議
事
項

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
ご
芳
名

現
在
、
本
事
業
大
詰
め
の
作
業
で
あ
る
『
マ
ヤ

堂
遺
跡
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
』
の
発
刊

等
に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
に
亘
る
難
事
業
推
進
の
た
め
、
事
業
資
金

が
九
百
万
円
程
不
足
を
来
た
し
て
お
り
誠
に
恐
縮

で
す
が
皆
さ
ま
に
事
業
資
金
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

・
龍
泉
寺

壽
山
良
光
様

金
、
三
十
萬
円

・
天
性
寺

毛
利
俊
行
様

金
、
二
萬
円

〈
四
月
九
日
〜
五
月
十
日
受
付
順
〉

【
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
】

＊
郵
便
局
〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

※
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い
。

＊
銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
浜
松
町
支
店

普
通
預
金
口
座

七
七
〇
三
五
八

口
座
名
義
財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

※
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
お
振
込
下
さ
い
。

●
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
国
際
文
化
部

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

常

務

理

事

会

２００４年６月１日4



法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
で
は
、
五
月
四

・
五
日
に
玄
奘
三
蔵
の
御
遺
徳
の
顕
彰
と

仏
法
興
隆
を
願
い
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

境
内
は
両
日
に
亘
り
多
く
の
参
拝
者
で
賑

わ
っ
た
。

法
要
で
は
安
田
暎
胤
管
長
（
本
会
副
会

長
）
導
師
の
も
と
、
満
席
の
参
拝
者
と
伴

に
玄
奘
三
蔵
院
伽
藍
に
て
賑
々
し
く
厳
修

さ
れ
た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

薬
師
寺
は
、
創
建
以
来
、
二
度
に
亘
る
火

災
に
よ
り
東
塔
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
伽
藍

が
焼
失
し
た
が
、
近
年
境
内
の
整
備
が
進

み
、
金
堂
・
西
塔
・
中
門
・
回
廊
な
ど
白

鳳
伽
藍
が
次
々
と
現
代
に
甦
り
、
昨
年
に

は
同
寺
院
最
大
の
伽
藍
で
あ
る
大
講
堂
が

完
成
。
こ
れ
を
機
に
長
年
途
絶
え
て
い
た

最
勝
会
が
約
五
百
年
ぶ
り
に
復
興
さ
れ
、

本
年
も
玄
奘
三
蔵
会
大
祭
初
日
の
夕
刻
に

厳
か
な
中
で
修
行
さ
れ
た
。

最
勝
会
は
、
勅
使
の
来
向
を
受
け
行
わ

れ
た
幾
多
の
仏
教
儀
式
の
中
で
も
、
特
に

代
表
と
さ
れ
る
法
会
で
、
国
家
安
穏
や
五

穀
豊
穣
な
ど
を
祈
る
法
要
で
あ
り
、
僧
侶

の
為
の
国
家
試
験
の
場
で
も
あ
っ
た
と
云

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
大
祭
期
間
中
に
は
、
前
田
耕
作
和

光
大
学
名
誉
教
授
の
記
念
講
演
「
玄
奘
三

蔵
と
ア
フ
ガ
ン
」
や
呉
汝
俊
氏
に
よ
る
中

国
京
胡
演
奏
、
女
優
水
谷
八
重
子
丈
や
天

理
大
学
雅
楽
部
な
ど
に
よ
る
伎
楽
「
三
蔵

法
師
求
法
の
旅
」
奉
納
、
野
点
な
ど
多
く

の
催
し
が
な
さ
れ
た
。

法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺

玄
奘
三
蔵
会
大
祭

昨年落慶した大講堂

薬師寺境内の様子

五
月
七
日
午
前
九
時
よ
り
、
高
野
山
大
伽

藍
金
堂
に
て
萬
民
平
等
差
別
戒
名
追
善
法
会

が
、
導
師
に
資
延
敏
雄
高
野
山
真
言
宗
管
長
、

高
野
山
真
言
宗
当
局
・
山
内
塔
頭
寺
院
住
職

式
衆
の
も
と
厳
衆
さ
れ
た
。

約
一
時
間
の
法
要
の
後
、
土
生
川
正
道
高

野
山
真
言
宗
宗
務
総
長
、
組
坂
繁
之
部
落
解

放
同
盟
中
央
本
部
執
行
委
員
長
、「
同
宗

連
」
副
議
長
教
団
で
あ
る
浄
土
宗
の
淺
野
義

光
人
権
同
和
室
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
当

日
の
参
列
者
は
約
百
四
十
名
で
あ
っ
た
。

挨
拶
す
る
土
生
川
正
道
宗
務
総
長

萬
民
平
等
差
別
戒
名

追
善
法
要

高
野
山
真
言
宗

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

加
盟
団
体
行
事
を
掲
載
せ
い
た
し
ま
す

●
情
報
を
随
時
募
集
で
す

当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
加
盟
団
体
の
情

報
提
供
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

四
月
よ
り
一
般
の
皆
さ
ま
が
よ
り
ご

活
用
頂
け
る
よ
う
、
全
仏
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
仏
教
を
体
験
し
た
い
」
コ
ー
ナ
ー
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た

�
法
要

�
法
話
・
布
教

�
坐
禅
・
修
行

�
写
経
・
写
仏

�
展
覧
会

�
公
演

�
講
演
会
・
講
座
・
研
修
会

�
縁
日

	
そ
の
他

の
九
項
目
に
分
け
、
地
域
別
で
の
検
索

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
】

本
会
社
会
部
宛
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

電
話
〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五
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四
月
二
十
八
日
、
本
会
会
議
室
で
第
一
回

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
委
員
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
松

原
功
人
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）、
副
委

員
長
に
本
間
孝
康
師
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

を
選
出
し
た
。
次
に
渡
邊
宗
徹
師
（
学
識
経

験
者
・
前
国
際
文
化
部
長
）
に
渉
外
担
当
委

員
を
依
頼
す
る
旨
が
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
事
務
局
よ
り
現
況
と
し
て
、
�
現

地
で
の
事
務
所
閉
鎖
、
遺
構
図
面
の
引
き
渡

し
作
業
が
三
月
末
で
完
了
し
た
。
�
マ
ヤ
堂

内
に
設
置
す
る
記
念
プ
レ
ー
ト
の
文
案
策
定

を
ユ
ネ
ス
コ
・
ネ
パ
ー
ル
当
局
と
進
め
て
い

る
。
�
考
古
学
調
査
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
、

坂
詰
秀
一
氏
（
本
委
員
会
顧
問
・
立
正
大
学

前
学
長
）
に
依
頼
。
本
年
度
中
の
早
期
完
成

を
目
指
し
進
め
て
い
る
。
以
上
報
告
さ
れ
た
。

協
議
に
よ
り
、
昨
年
七
月
二
十
九
日
の
理

事
会
で
の
合
意
事
項
に
基
づ
き
、
考
古
学
調

査
報
告
書
の
刊
行
を
以
て
本
事
業
の
終
結
と

す
る
旨
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
報
告
書
完

成
後
、
そ
の
学
術
的
価
値
を
広
く
一
般
に
広

報
す
る
場
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

更
に
、
事
業
終
結
に
際
し
事
業
の
概
要
を

平
易
に
解
説
・
記
録
し
た
冊
子
の
作
成
を
進

め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
今
後
も
篤
志
勧
募

を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

四
月
二
十
二
日
、
本
会
会
議
室
で
第
一
回

国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
委
員
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
松

濤
弘
道
師
（
学
識
経
験
者
）、
副
委
員
長
に

一
島
正
眞
師
（
天
台
宗
）
を
選
出
し
た
。

続
い
て
、
本
会
か
ら
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏

教
徒
連
盟
）
執
行
委
員
を
国
際
委
員
よ
り
選

出
す
る
と
し
た
昨
秋
の
理
事
会
合
意
に
基
づ

き
、
戸
松
義
晴
師
（
学
識
経
験
者
）
を
委
員

互
選
で
選
出
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
、
�
次
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ

大
会
は
当
初
の
ブ
ー
タ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
開

催
の
方
向
で
検
討
中
。
次
回
執
行
委
員
会
で

決
定
さ
れ
る
見
込
み
。
�
英
文
日
本
紹
介
本

に
つ
い
て
早
期
完
成
を
目
指
し
作
成
中
。
�

第
十
九
回
ロ
ー
マ
教
皇
庁
主
催
国
際
会
議

（
十
一
月
）
に
本
会
代
表
と
し
て
、
田
中
雅

博
師
（
真
言
宗
豊
山
派
僧
侶
・
医
師
）
を
派

遣
。
�
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業

内
容
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。
�
妙
智
会

主
催
、「
子
供
の
た
め
の
宗
教
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
Ｇ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
第
二
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
本
会
代
表
と
し
て
松
永
然
道
師
（
学
識
経

験
者
）
を
派
遣
。
�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事

業
の
現
況
に
つ
い
て
。
以
上
報
告
が
な
さ
れ

た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

国
際
委
員
会

国
際
花
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

四
月
十
一
日
、
東
京
の
浄
土
宗
・
伝
通
院

で
国
際
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
の
第
一

回
国
際
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か

ら
北
折
真
一
国
際
文
化
部
次
長
が
出
席
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
在
日
外
国
人
の
方
々
に
花

ま
つ
り
を
紹
介
し
、
超
宗
派
の
法
会
と
し
て

仏
教
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
目
的
で

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
約
二
百
五
十
名

（
外
国
人
約
七
十
名
）
が
参
加
し
、
雅
楽
の

音
が
響
く
中
、
外
国
の
子
ど
も
達
が
お
釈
迦

様
に
甘
茶
を
そ
そ
ぎ
お
参
り
す
る
姿
は
印
象

的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
法
要
の
後
、
英
語
に
よ
る
法
話
や

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
野
外
で
は
野
点
や

琴
が
披
露
さ
れ
た
。

国際花まつり 外国からの参加者

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会

正
力
松
太
郎
賞
授
賞
式

五
月
十
二
日
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
全

国
青
少
年
教
化
協
議
会
（
全
青
協
）
が
「
第

二
十
八
回
正
力
松
太
郎
賞
授
賞
式
」
式
典
並

び
に
表
彰
式
を
挙
行
し
た
。

今
年
度
は
、
四
十
年
に
わ
た
り
日
曜
学
校

を
継
続
し
熱
心
に
仏
教
情
操
に
努
め
て
い
る

岩
上
寛
了
師
（
高
野
山
真
言
宗
長
勝
寺
住

職
）、
九
歳
で
イ
ン
ド
よ
り
来
日
し
天
台
宗

僧
侶
と
し
修
行
し
、
両
国
に
お
い
て
国
際
社

会
に
貢
献
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
や
両
国
の

架
け
橋
と
し
て
活
動
し
て
い
る
サ
ン
ガ
ラ
ト

ナ
・
法
天
・
マ
ナ
ケ
師
（
天
台
宗
イ
ン
ド
禅

定
林
住
職
）、
身
近
な
自
然
や
生
き
物
た
ち

と
親
し
む
こ
と
で
「
生
き
る
こ
と
は
支
え
合

う
こ
と
」
と
い
う
仏
教
精
神
に
努
め
、
子
ど

も
達
の
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
・
森
の
子
ク
ラ
ブ
が
受
賞

し
た
。

は
じ
め
に
、
記
念
講
演
と
し
て
奈
良
康
明

駒
沢
大
学
総
長
（
曹
洞
宗
）
が
「
現
代
社
会

に
お
け
る
慈
悲
行
」
と
題
し
講
演
。
続
い
て

表
彰
式
で
は
、
有
田
惠
宗
全
青
協
理
事
（
曹

洞
宗
宗
務
総
長
）
が
挨
拶
し
表
彰
状
の
授
与

式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
最
後
に
斉
藤
昭
俊
全
青
協
事
務
総

長
（
真
言
宗
智
山
派
）
が
挨
拶
し
散
会
と
な

っ
た
。

２００４年６月１日6



十
一
日
▼
在
日
外
国
人
花
ま
つ
り
出
席

十
三
日
▼
理
事
長
・
事
務
総
長
連
絡
会
議

十
四
日
▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
出
席

▼
同
宗
連
総
会
出
席

十
五
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

十
六
日
▼
常
務
理
事
会

十
九
日
▼
日
宗
連
理
事
会
・
参
議
会
・
幹
事

会

二
十
二
日
▼
国
際
委
員
会

二
十
三
日
▼
総
務
委
員
会

▼
法
律
相
談
室

二
十
六
日
▼
宗
教
法
人
審
議
会
出
席

▼
同
和
委
員
会

二
十
七
日
▼
事
務
総
局
連
絡
会
議

二
十
八
日
▼
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

三
十
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

一
日
▼
川
崎
大
師
平
間
寺
へ
取
材
行

四
日
▼
薬
師
寺
玄
奘
三
蔵
大
祭
出
席

六
日
▼
Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会
出
席

▼
「
今
、
平
和
を
求
め
て
」
実
行
委
員

会
出
席

▼
自
由
民
主
党
来
局

七
日
▼
日
宗
連
幹
事
会

▼（
於

高
野
山
）萬
民
平
等
差
別
戒
名

追
善
法
要
参
列

十
日
▼
関
西
事
務
局
会
議

十
一
日
▼
庭
野
平
和
賞
贈
呈
式
出
席

十
二
日
▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
査
会

▼
正
力
松
太
郎
賞
表
彰
式
出
席

就
任

理
事

坂
本
徳
雄
（
和
宗
）

評
議
員

加
藤
公
俊
（
和
宗
）

評
議
員

竹
内
正
道
（
法
華
宗
真
門
流
）

評
議
員

北
河
原
公
敬
（
華
厳
宗
）

評
議
員

高
谷
文
嶺
（
香
川
県
仏
教
会
）

評
議
員

岩
佐
哲
雄
（
東
京
ブ
デ
ィ

ス
ト
ク
ラ
ブ
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

田
澤
元
泰
（
日
蓮
宗
）

改
革
推
進
委
員

垣
本
孝
精
（
日
蓮
宗
）

退
任

理
事

出
口
順
得
（
和
宗
）

評
議
員

瀧
藤
尊
淳
（
和
宗
）

評
議
員

上
野
道
善
（
華
厳
宗
）

評
議
員

立
岡
光
観
（
香
川
県
仏
教
会
）

評
議
員

木
内
隆
志
（
東
京
ブ
デ
ィ

ス
ト
ク
ラ
ブ
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

久
住
謙
是
（
日
蓮
宗
）

改
革
推
進
委
員

藤
崎
一
明
（
日
蓮
宗
）

小
岩
井
貫
承
師

四
月
十
七
日
遷
化

七
十
歳

聖
観
音
宗
宗
務
総
長

藤
音
晃
祐
師
（
元
常
務
理
事
）

五
月
五
日
遷
化

八
十
二
歳

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
元
総
長

国
連
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）来
局

四
月
二
十
六
日
、国
連
世
界
食
糧
計
画（
Ｗ

Ｆ
Ｐ
）
日
本
事
務
所
の
石
川
顕
氏
、
中
村
悦

二
氏
が
来
局
し
た
。
食
料
援
助
を
通
じ
飢
餓

に
苦
し
む
人
々
の
生
命
と
自
立
を
支
え
る

「
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
協
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）」を
認

知
す
る
た
め
広
報
の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

本
会
と
し
て
は
、
加
盟
団
体
に
対
し
て
広

報
並
び
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

●
問
い
合
せ

国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
協
会
日
本
事
務
所

〒
二
二
〇
―
〇
〇
一
二

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い

一
―
一
―
一
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
五（
二
二
一
）二
五
一
五

一
九
六
一
年
設
立
さ
れ
た
国
連
唯
一
の
食
糧
援
助

機
関
で
、
各
国
政
府
、
団
体
・
企
業
お
よ
び
個
人

か
ら
の
寄
付
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

http : //www.wfp.or.jp

【
訂
正
と
お
詫
び
】

機
関
誌
「
全
仏
」
誌
四
九
六
（
三
月
）
号

七
頁
で
、「
届
出
書
類
を
情
報
開
示
し
た
鳥

取
県
の
問
題
点
」
に
つ
い
て
の
記
事
中
で
、

最
上
段
十
行
目
「
文
化
庁
宗
務
課
と
と
も

に
」
を
削
除
訂
正
致
し
ま
す
。
誤
解
を
招
く

表
現
で
関
係
者
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

致
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

顧
問
弁
護
士

長
谷
川
正
浩

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
ま
で
、

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
願
い

無料法律
相談室
長谷川正浩顧問弁護士

による、無料法律相談

を毎月第二、第四木曜

日の午後開催しており

ます。本会事務総局０３

（３４３７）９２７５へ事前予約

の上おいで下さい。

事
務
総
局
録
事

四
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

人
事

五
月
（
一
〜
十
二
日
）

哀
悼

7ZENBUTSU２００４年６月１日
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二
〇
〇
四
年
六
月
一
日
発
行

五
月
号

第
四
九
九
号

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

●
吉
例
十
年
目
毎
大
開
帳（
赤
札
授
与
）奉
修

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間

寺
で
は
、
五
月
一
〜
三
十
一
日
ま
で
十
年

目
毎
の
吉
例
御
本
尊
厄
除
弘
法
大
師
大
開

帳
が
奉
修
さ
れ
た
。

こ
の
大
開
帳
期
間
中
参
拝
者
に
授
与
さ

れ
る
「
赤
札
」
は
、
弘
法
大
師
ご
直
筆
と

伝
わ
る
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
の
六
字
名
号

を
版
と
し
た
も
の
で
祈
願
を
こ
め
一
躰
ず

つ
手
版
さ
れ
た
お
守
り
で
す
。

赤
札
の
名
号
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
は
、

清
ら
か
な
真
心
を
も
っ
て
阿
弥
陀
如
来
に

帰
依
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
阿
弥
陀
如
来

は
無
量
の
寿
命
を
具
え
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
真
言
宗
で
は
息
災
延
命
の
秘
仏
と
し

て
尊
ば
れ
て
い
る
。

五
月
一
日
の
開
白
法
要
で
は
、
稚
児
練

供
養
が
行
わ
れ
、
近
隣
の
園
児
達
が
参
道

を
お
練
り
し
、
多
く
の
参
拝
者
が
見
守
る

中
、
大
本
堂
前
で
高
橋
隆
天
貫
首
が
稚
児

の
健
康
を
祈
願
し
、
続
い
て
大
本
堂
で
開

白
法
要
が
営
ま
れ
赤
札
が
配
ら
れ
た
。

赤
札
の
ご
利
益
を
授
か
る
た
め
早
朝
六

時
か
ら
約
三
千
人
が
参
列
し
、
今
日
一
日

で
数
万
人
が
訪
れ
た
模
様
で
あ
る
。

境
内
は
、
参
道
か
ら
続
く
百
を
超
え
る

本
会
選
定
仏
旗
で
荘
厳
さ
れ
、
と
て
も
華

や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
開
帳
期
間
中
、
講
演
会
や
寺

宝
展
、
薪
能
法
楽
な
ど
様
々
な
催
し
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

仏旗で彩られた平間寺境内

健康祈願を受けるお稚児さん

●全日本仏教会選定仏旗と法輪旗 本会資料配付のご案内

●「宗教活動の公益性について」
～非課税法人として今後求められるもの～

この度、法輪旗の素材をテトロンに変更しお求め
やすい価格となりました。
全日本仏教会選定仏旗とともに門前は勿論のこ

と、会議や集会のおり掲揚して頂ければ幸いです。

全日本仏教会では、現在政府による公益法人制度の改革について

状況に応じた対応を図るべく情報収集に務める一方で、税務委員会に

おいて宗教法人や宗教活動における「公益性」についてどう捉えていく

か、研鑚をいたしております。

先般、税務委員会では東京大学

教授・日本宗教学会会長の島薗進

先生を講師に「宗教活動の公益性に

ついて」と題し研究会を開催いたしま

した。その講演録をまとめましたので

残部少数ですが、ご希望がございま

したら本会財務部宛にご連絡下さい。

数に限りがございますのでご希望

に添えない場合がございますがご了

承下さい。

【お問い合せ】本会財務部宛

全日本仏教会選定仏旗

・大 ５０００円（縦１４０� 横２１０� テトロン）
・中 ３０００円（縦９０� 横１３５� テトロン）
・小 ２０００円（縦７０� 横１００� テトロン）
・卓上仏旗 ２５００円（高さ３０� テトロン 台座付）

法 輪 旗

・大 ５０００円（縦１４０� 横２１０� テトロン）
・中 ３０００円（縦９０� 横１３５� テトロン）
※綿製の法輪旗（７４００円・中）も若干在庫がございます。

【お申込】本会財務部宛にFAXでお申込願います
FAX０３（３４３７）３２６０

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２００４年６月１日8


